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ＬＴ８３０ シリーズ   

 デジタル指示調節計 
                   

取扱説明書 

 

このたびは、ＬＴ８３０シリーズ デジタル指示調節計をお買い上げいただき有り難うございます。 

◆ 本器を正しく安全にご使用いただき、トラブルを未然に防ぐため、本書をよくお読み下さい｡ 

◆ 通信ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ付き（オプション）は、別冊の取扱説明書が用意してあります。 
 

形式をご確認下さい 
本器の形式をご確認し、本器の仕様を確

かめておいて下さい。 
 

 
販売・計装業者の方へ 

本取扱説明書は、最終ユーザーの方に渡

るようにして下さい｡ 
 

 
ご使用になる方へ 

本取扱説明書は、本器を廃棄するまで大

切に保管して下さい｡ 
 
 

本器の無償修理保証期間は、お買い上げ後1年間です。
保証期間中に取扱説明書、機器貼付ラベル等の注意書
を遵守した正常な使用状態で、機器が故障した場合に
は無償修理します。但し、右記に該当する故障は保証
期間中でも有償になります。 

1. 誤使用、誤接続、不当な修理や改造による故障及び損傷 
2. 火災・地震・風水害・落雷・その他の天変地異、公害・塩害・ガス

害(硫化水素等)、異常電圧や指定以外の電源使用による故障、及
び損傷 

3. 消耗品及び付属品の交換。 
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■形式コード･･･キー操作で確認できます。→４.困ったとき／保守  参照 
① ②      ③ ④ ⑤ 

Ｌ Ｔ ８ ３ ０ □ □０ ０ ０ ― □ □ □･･･ サイズ：４８×４８（ｍｍ） 
 
①制御出力１（加熱）               
１：オンオフパルス形 

５：ＳＳＲ駆動パルス形 

②制御出力２（冷却）（ｵﾌﾟｼｮﾝ）       

０：なし 
１：オンオフパルス形 
※イベント出力と組み合わせです。③桁に

１または２を指定します。 

③ｲﾍﾞﾝﾄ出力2点＋通信IF(RS-485) 

＋ﾋｰﾀ断線(CT)（ｵﾌﾟｼｮﾝ）       

０：なし 

１：ｲﾍﾞﾝﾄ出力2点 

２：ｲﾍﾞﾝﾄ出力2点＋通信IF＋CT 

※制御出力2付きの場合、イベント出力点

数は1点になります。 
※ソケットタイプの場合、ヒータ断線は付

きません。 

④端子構成＋防水仕様（ｵﾌﾟｼｮﾝ）           
０：端子台ﾀｲﾌﾟ＋防水なし 

１：端子台ﾀｲﾌﾟ＋防水有り(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

２：ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ＋防水なし(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

３：ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ＋防水有り(ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

※防水ﾀｲﾌﾟはＩＰ６６です。 

⑤電源                            
Ａ：１００－２４０Ｖ ＡＣ ﾌﾘｰ 

Ｄ：２４Ｖ ＡＣ／ＤＣ (ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

商品無償修理保証期間 

通信インターフェース付きは、別冊の取扱説明書が

 http://www.chino.co.jp に御用意してあります。

 



 

 
URL  http://www.chino.co.jp/ 

 
本社・研究所  〒173-8632 東京都板橋区熊野町32-8 

 TEL 03-3956-2111 FAX 03-3956-6762

   

東京支店 TEL 03-3956-2205  FAX 03-3956-2477

 東京営業所 TEL 03-3956-2401  FAX 03-3956-2477

 立川営業所 TEL 042-521-3081  FAX 042-521-3082

 千葉営業所 TEL 043-224-8371  FAX 043-227-5131

 川崎営業所 TEL 044-200-9300  FAX 044-200-9301

 厚木営業所 TEL 046-295-9100 FAX 046-295-9105

北部支店 TEL 048-643-4641  FAX 048-643-3687

 大宮営業所 TEL 048-643-4641  FAX 048-643-3687

 札幌営業所 TEL 011-757-9141 FAX 011-758-8727

 仙台営業所 TEL 022-227-0581 FAX 022-227-0583

 新潟営業所 TEL 025-243-2191 FAX 025-243-7619

 前橋営業所 TEL 027-221-6611 FAX 027-221-6011

 水戸営業所 TEL 029-224-9151 FAX 029-231-5576

   

久喜事業所 TEL 0480-23-2511 FAX 0480-23-2514

   

藤岡事業所 〒375-8505 群馬県藤岡市森１番地 

 TEL 0274-42-2111 FAX 0274-42-2115

   

大阪支店 TEL 06-6385-7031 FAX 06-6386-7202

 大阪営業所 TEL 06-6385-7031 FAX 06-6386-7202

 大津営業所 TEL 077-526-2781 FAX 077-526-4549

 岡山営業所 TEL 086-223-2651 FAX 086-223-1525

 高松営業所 TEL 087-822-5531  FAX 087-822-0016

 広島営業所 TEL 082-261-4231 FAX 082-264-2377

 福岡営業所 TEL 092-481-1951  FAX 092-481-1954

 北九州営業所 TEL 093-531-2081 FAX 093-521-2984

名古屋支店 TEL 052-581-7595 FAX 052-561-2683

 名古屋営業所 TEL 052-581-7595 FAX 052-561-2683

 静岡営業所 TEL 054-255-6136 FAX 054-255-6137

 富山営業所 TEL 076-441-2096 FAX 076-441-2098

    

ｿﾘｭｰｼｮﾝ営業部 TEL 03-3956-2282 FAX 03-3956-8308

海外事業推進部 TEL 03-3956-2171 FAX 03-3956-0915

民生機器営業部 TEL 03-3956-2131 FAX 03-3956-8767

 
製品に関するお問い合わせは 

藤岡事業所 商品開発部 フリーダイヤル ０ １ ２ ０ － ０ ７ ８ ９ ４ ５
 
 
 
 
■前面の名称 

   

 
※お問い合わせ時は形式コードと製造番号をお手元にご用意下さい。 

 
 
 

■付属品・別売品 
● 付属品 
取付具 ２個 
取扱説明書（本書） １冊 

 
● 別売品 
端子カバー  700円 

電流入力用受信抵抗(250Ω) 1,000円 

接点保護素子（軽負荷用） 1,500円 

接点保護素子（重負荷用） 3,500円 

 
名称 機能 

①上段ＬＥＤ（緑）  ：測定値（ＰＶ）表示  ：パラメータ設定項目表示 

②下段ＬＥＤ（赤） 

 ：調節設定値（ＳＶ）表示、ブランク表示、 

 表示（ＳＶ値上昇勾配時）、表示（ＳＶ値下降勾配時） 

：設定内容表示 

Ａ Ｔ （緑）  ・  ：オートチューニング実行中の時に点滅 

ＯＵＴ１（緑）  ・  ：制御出力１（加熱）が出力している時に点灯 

ＯＵＴ２（緑）  ・  ：制御出力２（冷却）が出力している時に点灯 

ＥＶ１ （赤）  ・  ：イベント１発生時に点灯 

③ステー 

タス 

ＥＶ２ （赤）  ・  ：イベント２発生時に点灯 

④ ▽（ダウン）キー  ：設定値のＳＶダウン  ：パラメータのダウン，モードの変更 

⑤ △（アップ）キー  ：設定値のＳＶアップ  ：パラメータのアップ，モードの変更 

(ｾﾚｸﾄ)キー  ：運転モード内パラメータ種類の変更  ：各モード内パラメータ種類の変更 

(ｴﾝﾄﾘ)キー  ・ ：ドット点滅中（変更モード）の時、設定値を記憶 

 

⑥  

 セレクト２秒  ・ ：運転画面´モード画面の切換、モード内の設定画面の早戻し 

 ：運転表示    ：モニタ・設定表示 

または最寄りの支店・営業所、代理店までご連絡下さい。 
 

        【受付時間】９：００～１７：００ 月曜日～金曜日（祝日を除く） 

Printed in China 
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１ 

 
安全上のご注意 

 

１.ご使用の前提条件 

本器は、屋内の計装用パネルに取り付けてお使いになる構

造で設計してあります。 

 国際安全規格  

● 外郭保護      

 (ｵﾌﾟｼｮﾝ) 

ＩＥＣ ６０５２９ ＩＰ６６ 

ただし、密着計装時は不可 

●ＣＥﾏｰｷﾝｸﾞ      

 (EC指令) 

ＥＭＣ   ：EN61326-1 ※ 

安 全：EN61010-1 

     過電圧ｶﾃｺﾞﾘⅡ、汚染度２ 

※ＥＭＣテスト環境下で、最大±１０％または±２ｍＶ入

出力が変動する場合があります。 

      

 

２.本器に使用のシンボルマーク 

● 本器での使用 

ラベル 名称 意味 

 ｱﾗｰﾄ 

ｼﾝﾎﾞﾙﾏｰｸ

感電や怪我などの恐れがある、取扱

に注意する箇所です。 

 

● 本説明書での使用 

 
感電や怪我などの恐れがある、取扱に注意

する箇所です。 

 
本器が、正しい機能を発揮しないかその恐

れがある注意事項です。 

     警告／注意         

１.電源電圧・結線の確認 

電源供給の前に電源電圧と結線を調べ、正しいことを確

認して下さい。 

２.結線の端末処理 

絶縁スリーブ付圧着端子を使用して下さい。 

３.電源の遮断装置 

供給する電源には、スイッチと過電流保護デバイスを本

器の３ｍ以内に設置して下さい｡ 

４.出力の安全対策 

調節出力やイベント出力は、誤操作、故障、センサ異常

などによって出力不調が生じます。必要に応じて安全対

策を最終製品側に設けて下さい｡ 

５.修理・改造の禁止 

感電・火災・故障を避けるため、弊社認定のサービス員

以外の修理・改造・分解を禁じます。 

６.不審な場合は電源遮断 

異臭や発熱など、異常を感じたときは、電源の供給を遮

断し、最寄りの支店・営業所にご一報下さい｡ 

■安全確保のお願い 

１.設置環境 

下記の環境では使用しないで下さい｡ 
・腐食性ガス（硫化ガスなど）、粉塵、埃のある所 
・引火性、爆発性ガスのある所 
・冠水、被油のある所 
・温度変化の大きい所や強い風の当たる所 
・振動、衝撃の影響が大きい所 
・ 直射日光が当たる所や結露の恐れがある所 

２.未使用端子の使用禁止 

未使用端子には、なにも接続しないで下さい｡ 

３.誘導ノイズの防止 

・大電圧・大電流の動力線とは、分離配線して下さい｡ 
・ 強い磁界、電界、高周波の発生機器からは、離して設

置して下さい｡ 

４.通気の確保 

本器の放熱空間を確保するため、通風孔は塞がないで下

さい｡ 

５.清掃方法  

清掃する際の薬品には、成形品に影響を与える薬品（シ

ンナー、ベンジンなど）は使わず、市販のアルコールを

使用して下さい｡ 

６.最終製品側での処置 

・本器の故障時でも安全なように、別系統で安全対策を

とって下さい。 
・本器の設置に関し、防火用エンクロージャを施して下

さい。 
・端子が、触られない処置を施して下さい。 

注意 

注記 
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１.パネルへの取付 
 

 感電を防ぐため、必ず供給元の電源を遮断してから作業を行って下さい｡ 

 

● 取付条件 

パネルの厚さ：１～１０ｍｍの鋼板 
ただし、ソケットタイプの場合、パネルの厚さ：１～３ｍｍ 

取付角度：前・後傾 １０°以内， 

左・右１５°以内 

 

 

① 本器の端子板側からパネルカット角穴に入れます。オプションの防水取付を行う場合は、付属の防水パッキンを取り付けて

から角穴に入れます。 

② 付属の取付具（2個）を用意します。本器の取付穴に取付爪を挿入し（上側および下側）、パネル面に押し付けます。 

③ 防水仕様のみ、取付具のねじを締め付けます。 【締め付けトルク】：０.５～０.７Ｎ・ｍ 

 

■パネルカット寸法 
 
 
 

 

〈個別取付〉   〈密着取付(注)〉 
 
 
 
 
 
 

 
 

         (注)防水仕様は不可になります。 

 

 

 

 

■外形寸法 (端子台ﾀｲﾌﾟ)                       (ｿｹｯﾄﾀｲﾌﾟ) 
  

             

注意 

防水パッキン 
（オプション） 取付穴 

パネル 〈取付具〉 

取付爪 

〈上下取付図〉 

防水仕様のみ 

95 

48 

48
 

7 73.6 14.4 
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２.結線の前に 
 

 
① 感電を防ぐため、必ず供給元の電源を遮断してから結線作業を行って下さい。 
②結線作業は、配線の基礎知識を持ち、実務の経験を持っている方が行って下さい。 

 

 １.供給元の電源は、誤動作防止のためノイズ，波形歪，電圧変動の少ない単相の電源をお使い下さい。  

２.電源ノイズが多い場合は、ノイズ除去フィルタを使用するなどの対策を講じて下さい。 

３.本器は、ヒューズを内蔵していませんので、安全のため、遅動タイプの定格電流１A、定格電圧２５０Vのヒュ

ーズを設けてください。 

４.２４V電源仕様には、電源にSELV回路(安全を保障された電源)からの電源を供給して下さい。 

 

      結線の線種と絶縁スリーブ付圧着端子 
 

端子名 結線の線種 絶縁スリーブ付圧着端子 締め付けトルク 

電源端子 

ﾘﾚｰ出力端子 

(M3.5) 

６００Ｖビニル

絶縁電線（注）

・Ｏチップ 

 

 

・Ｙチップ 

 

 

その他の端子 

(M3.5) 

■ 結線注意事項

参照 

Ｏチップ（Ｙチップでも可）  ※チップ寸法 

Ａ：3.7㎜以上 Ｂ：7.0㎜以下 

最大0.8Ｎ・ｍ 

（注）IEC 60227-3またはANSI/UL817,CSA C22.2 №49,AWG(American Wire Gauge)16～22 

 

■結線注意事項 

１.電源端子 

「電源電圧」の表示ラベルが本器側面にあります。定格

以外の電圧を印加しますと、本器が損傷，破損します。 

 

２.測定入力端子 

1)許容入力印加電圧 

測定入力の種類 許容入力電圧 

直流電圧、熱電対 －５～＋８Ｖ ＤＣ 

測温抵抗体 ±  ５Ｖ ＤＣ 

2)熱電対 

・熱電対（または補償導線）は、測定入力端子まで、結

線して下さい。 

１つの熱電対は、他器と並列接続しないで下さい。 

3)測温抵抗体 

・入力線は、測定誤差を防ぐため各線の抵抗値が等しい

３芯コードをお使い下さい。 

１つの測温抵抗体は、他器と並列接続して使うこと

ができません。 

 

３.制御／イベント出力端子 

1)オンオフパルス出力 

・接点容量(抵抗負荷)   3A(100～240V AC､30V DC※) 

(誘導負荷) 1.5A(100～240V AC､30V DC※) 

※最小負荷  5V DC  10mA以上 

・リレーの電気的寿命  10万回 

・バッファリレーと接点保護素子 → 3.端子結線参照 

必ずバッファリレーを介して負荷を接続して下さい。

また、出力リレーの接点寿命を伸ばすためバッファリ

レーのコイルと並列に接点保護素子を入れて下さい。 

 

 

2)ＳＳＲ駆動パルス出力 

・オン／オフ電圧  12V DC±20％／0.8V DC以下 

3)イベント出力 

・接点容量(抵抗負荷)  3A(100～240V AC，30V DC ※) 

(誘導負荷)1.5A(100～240V AC，30V DC ※) 

・リレーの電気的寿命  10万回 

※最小負荷  5V DC 10mA以上 

※リレーの交換はできませんので、必ずバッファリ

レーを使用して下さい。 

 

４.端子カバー（別売）の取付 

感電を防止するために、端子カバーを用意（別売：単価

700円）しています。お持ちの場合は、結線後に必ずカバ

ーを取付けて（押し込む）下さい。 

 

 

注意 

注記 

注記 

Ａ Ｂ Ａ Ｂ 

Ｈ(NC) 

Ｃ(COM)

Ｌ(NO) 

接点保護素子（別売品） 

オンオフパルス形には、接点保護素子を

取り付けて下さい。 

●軽負荷用（０.２Ａ以下） 

ＣＸ－ＣＲ１（0.01μＦ＋120Ω）

●重負荷用（０.２Ａ以上） 

ＣＸ－ＣＲ２（0.5μＦ＋47Ω） 

注記 

注記 



 

３.端子結線 
 

（１）端子台タイプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（２）ソケットタイプ 

 

通信端子は底面コネクタより接続します。        ※DINレール取付用ソケット 

(詳細は通信インターフェイス取扱説明書参照)       推奨品 ATC180041(松下電工製) 

     空き端子を中継端子として使用しないでください。 

 

バッファリレーと接点保護素子 

 

※電源が交流の場合はCR ﾌｨﾙﾀ(C:0.01μF＋R:120Ω前後)

 電源が直流の場合はﾀﾞｲｵｰﾄﾞを付けます。 

通信オプション 

№ ｲﾝﾀｰﾌｪｰｽ 

⑥ ＳＡ

⑦ ＳＢ

⑧ ＳＧ

RS-485 

制御出力１（加熱） 

ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ形 SSR駆動ﾊﾟﾙｽ形 №

ＣＯＭ ＋ ①
 

ＮＯ － ②

測定入力 

電圧 熱電対 測温抵抗体 №

  Ａ ③

＋ ＋ Ｂ ④

－ － Ｂ ⑤

ＣＴオプション 

№ 入力 

⑨ ＣＴ 

⑩ ＣＴ 

電源 

№ ＡＣ電源 ＤＣ電源 

⑭ Ｌ(ﾗｲﾌﾞ) ＋ 

⑮ Ｎ(ﾆｭｰﾄﾗﾙ) － 

ｲﾍﾞﾝﾄ出力ｵﾌﾟｼｮﾝ ／ 制御出力ｵﾌﾟｼｮﾝ 

№ ｲﾍﾞﾝﾄ出力ｵﾌﾟｼｮﾝ 制御出力2 ｵﾌﾟｼｮﾝ

⑪ EV1 EV1 ｲﾍﾞﾝﾄ 1 

⑫ EV2 NO 

⑬

 

COM12 

 

COM

制御出力２ 

（冷却） 

基本的な結線 

注記 

電源 

ﾊﾞｯﾌｧﾘﾚ  ー

ﾊﾞｯﾌｧﾘﾚ  ー

⑥ 空き端子 

ｲﾍﾞﾝﾄ出力ｵﾌﾟｼｮﾝ ／ 制御出力ｵﾌﾟｼｮﾝ 

№ ｲﾍﾞﾝﾄ出力ｵﾌﾟｼｮﾝ 制御出力2 ｵﾌﾟｼｮﾝ

⑦ EV1 EV1 ｲﾍﾞﾝﾄ 1 

⑧ EV2 NO 

⑨

 

COM12

 

COM 

制御出力２ 

（冷却） 

電源 

№ ＡＣ電源 ＤＣ電源 

⑩ Ｌ(ﾗｲﾌﾞ) ＋ 

⑪ Ｎ(ﾆｭｰﾄﾗﾙ) － 

電源 

ﾊﾞｯﾌｧﾘﾚ  ー

ﾊﾞｯﾌｧﾘﾚ  ー

制御出力１（加熱） 

ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ形 SSR駆動ﾊﾟﾙｽ形 №

ＣＯＭ ＋ ⑤
 

ＮＯ － ④

測定入力 

電圧 熱電対 測温抵抗体 №

  Ａ ③

＋ ＋ Ｂ ②

－ － Ｂ ①

 

注記 

⑪ 
⑫ 
 
 
⑬ 

Ｚ 

電源 
－ 

Ｒ Ｚ Ｒ 

＋ 

ヒータ 
⑨ 
 
⑩ 

ＣＴ 

Ｒ はﾊﾞｯﾌｧﾘﾚｰ Ｚ は接点保護素子 

1.ＣＴ入力        2.イベント出力 

Ｚ：接点保護素子※ 

ＮＯ 

ＣＯＭ 
負
荷 

Ｚ 

電源 

本器 バッファリレー 



 

４.困ったとき／保守 
 

４.１トラブルシューティング 
現象 確認・原因・処置 

①電源端子に定格(100-240V AC又は24V AC／DC)の電源が供給されているか確認して下さ
い。 

②電源端子（Ｌ，Ｎ／＋，－）に正しく結線されているか確認して下さい。 何も動作しない 

③電源をＯＦＦ→ＯＮしてみます。正常になれば電気的ノイズによるＣＰＵの暴走が考え
られます。その場合はノイズ除去対策を行って下さい。 

制御出力が出ない 「Run/Ready」が“”になっていないか、確認して下さい。 

立ち上りが遅い 「変化量リミッタ」の設定値が小さくないか確認して下さい。 

設定値から高めで安定 「ＡＲＷ－Ｈ」の設定値が小さく、ＰＤ動作になっていないか確認して下さい。 

設定値から低めで安定 「ＡＲＷ－Ｌ」の設定値が小さく（負の値）、ＰＤ動作になっていないか確認して下さい。

制御結果の乱れ 
①微分時間が短すぎないか、長くして様子を見て下さい。 
②微分時間が長すぎないか、短くして様子を見て下さい。 

制御 
動作の 
異常 

ｵｰﾊﾞｰｼｭｰﾄが出る 「目標値フィルタ」を“ＯＮ”にして運転し、次回の運転で様子を見て下さい。 

不安定である 
①測定入力端子にゆるみが無いか、②入力信号（センサ）自体が不安定でないか、③熱電
対を他の計器と並列に接続していないか確認して下さい。 測定値 

の異常 
誤差がある 

①入力種類が合っているか、②「単位」の選択が合っているか、③熱電対入力の場合、熱
電対または補償導線が測定入力端子まで接続されているか確認して下さい。 

ＳＶが途中で止まる 「ＳＶリミッタＬ」、「ＳＶリミッタＨ」の設定値を確認して下さい。 

ＳＶが上昇または下降し
ている 

「ＳＶ上昇勾配」または「ＳＶ下降勾配」の設定値を確認して下さい。（設定してあると、
ＳＶの設定変更などの際に働きます。） 

設定の 
異常 

キーを受け付けない 「ロック機能」の状態を確認して下さい。 
 

４.２異常時の表示と動作 
動作 

表示 意味 
ｲﾍﾞﾝﾄ出力 制御出力 

処置 

- - - - オーバーレンジ※３ 上限ｲﾍﾞﾝﾄ→ＯＮ PV ｴﾗｰ出力 

_ _ _ _ アンダーレンジ 下限ｲﾍﾞﾝﾄ→ＯＮ PV ｴﾗｰ出力 

①「入力種類」が正しいか確認して下さい。 

②入力信号（センサ）が正常か確認して下さい。

 ゼロデータ異常  PV ｴﾗｰ出力 

 ＲＪデータ異常 制御継続 ※１

 A/D変換エラー PV ｴﾗｰ出力 

 校正データ異常
FAiL→ＯＮ 

制御継続 ※２

①入力信号が「許容入力印加電圧」を超えていな

いか確認して下さい。 

②本器の故障が考えられます。一旦電源をＯＦＦ

→ＯＮして見て下さい。異常のままなら、営業

所または御購入先に御一報下さい。 

※１：ＲＪ無しにして制御継続 ※２：未調整データにて制御継続 ※３：バーンアウト含む 
 

４.３瞬停／復電時の動作 
1)瞬停時 

２０msec以内の停電の時は、正常動作を継続します。 

 

2)復電時 

「Mod.８」の［復電時動作］の選択で決まります。“”ならば、停電または電源ＯＦＦ前の制御動作を継続します。

“”ならば、Ｒｅａｄｙ状態になり制御出力がＲｅａｄｙ時制御出力の設定値になります。 

 

■形式の確認方法 
①   ２秒→   キーを押してMod.５にします。 

②   キーを２回押して“形式確認１”の表示にします。

３桁の数字：Ａが出ます。 

③   キーを押す度に３桁の数字：Ｂ，Ｃが出ます。 

  ＭＯＤＥＬ ＬＴ８３■■■■■■－■■■ 

             

④ 以上のＡ，Ｂ，Ｃで形式が読取れます。 

■寿命部品 
本器には、次の寿命部品が有ります。 

部品名 推定寿命 
制御用リレー（ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ出力形） 
イベント用リレー（オプション） 開閉10万回 ※1 

※１：接点保護素子を入れ、負荷電流が小さい程、寿命

が長くなります。 
 

Ａ Ｂ Ｃ 



２  

５.仕様 
 

５.１標準仕様 

１)測定入力仕様 
入力種類     ：熱 電 対     …B､R､S､N､K､E､J､T 

測温抵抗体…Pt100 
直流電圧     …０～５Ｖ ＤＣ 

測定精度定格：±0.3％±1digit，ただし、詳細規定              
あり（９. ■入力種類一覧参照） 

基準点補償精度：周囲  １３～３３℃の時…±１.０℃以下 
                周囲－１０～５０℃の時…±２.０℃以下 
サンプリング周期：約０.５秒 
バーンアウト     ：上限ﾊﾞｰﾝｱｳﾄ装備（熱電対／測温抵抗対入力） 
許容信号源抵抗：熱電対入力…２００Ω以下 
        Ｖ入力…１ｋΩ以下 
        測温抵抗対入力…１線当たり１０Ω以下 
入力抵抗     ：直流電圧、熱電対……1ＭΩ以上 
最大コモンモード電圧：３０Ｖ ＡＣ 
ＣＭＲＲ（熱電対入力）：１３０ｄＢ以上 
ＳＭＲＲ（熱電対入力）：５０ｄＢ以上 

２)調節仕様 
制御切換周期：約0.5秒 
制御出力     ：加熱出力・ＰＩＤ式、下記の２種から指定 
            冷却出力(オプション)は①のみ 

①オンオフパルス形… 
接点容量：“２.結線の前に”の結線注意事項参照 
パルス周期：１～１８０秒（1秒ステップの可変） 

②ＳＳＲ駆動パルス形… 
出力信号：ＯＮ時 １２Ｖ ＤＣ±２０％ 

（負荷電流２０ｍＡ以下） 
ＯＦＦ時 ０.８Ｖ ＤＣ以下 

パルス周期：1～１８０秒（１秒ステップの可変） 

３)一般仕様 
定格電源電圧：100-240V AC 50/60Hz又は24V AC／DC 
許容電源電圧：90-264V AC又は24V AC/DC(±10%以内) 
消費電力     ： 
Ｍａｘ ５ＶＡ(１００ＶＡＣ)、６ＶＡ(２４０ＶＡＣ)、 

４ＶＡ(２４ＶＡＣ)、３Ｗ(２４ＶＤＣ) 
動作条件     ：下表に示します。 

項目 基準動作条件 正常動作条件 
周囲温度 ２３±2℃ -10～50℃ ※１ 
周囲湿度 55±5％ＲＨ ※２ 20～90％ＲＨ ※２ 

電源電圧 
100V AC±1％ 
24VAC/DC 

90-264V AC 
24VAC/DC±10% 

電源周波数 50/60Ｈｚ±1％ 50/60Ｈｚ±2％ 
取付角度 上・下…±３° 上･下…±10° 
設置高度 2,000ｍ以下 2,000ｍ以下 
振動･衝撃 0ｍ/ｓ２・0ｍ/ｓ２ 2.0ｍ/ｓ２・0ｍ/ｓ２ 

※１：密着計装時は４０℃以下 
※２：結露しないこと 

ウオームアップ：３０分間以上 
停電対策     ：ＥＥＰＲＯＭにて設定内容を保持 
絶縁抵抗     ：１次側端子(※３)―２次側端子(※４)間 
            ５００Ｖ ＤＣ  ２０ＭΩ以上 
耐 電 圧     ：１次側端子(※３)―２次側端子(※４)間 
            １５００Ｖ ＡＣ １分間 

※３：100-240VAC電源､ｵﾝｵﾌﾊﾟﾙｽ形制御出力､ 
ｲﾍﾞﾝﾄﾘﾚｰ出力の各端子 

※４：24VAC/DC電源､測定入力､ 
通信ｲﾝﾀｰﾌｪｲｽ､CT入力､ 
SSR駆動ﾊﾟﾙｽ形制御出力の各端子 

前面・ｹｰｽ：前面…難燃性ABS，ｹｰｽ…難燃性ﾎﾟﾘｶｰﾎﾞﾈｰﾄ樹脂 
質 量     ：最大約１６０ｇ 
 

 

 

 

４）イベント仕様 
演算点数     ：２点標準 
出力点数     ：０点標準、リレー出力２点（オプション） 
ｲﾍﾞﾝﾄ方式     ：絶対値、偏差（何れも上限／下限、待機有／待

機無の選択可能）、ＦＡＩＬ、ヒータ断線（オプ
ション） 

５）輸送・保管条件※ 
周囲温度     ：－２０～６０℃ 
周囲湿度     ：５～９５％ＲＨ  ただし結露しないこと 
振 動     ：０～4.9ｍ／ｓ２（10～60Ｈｚ） 
衝 撃     ：４００ｍ／ｓ２以下 
※上記は工場出荷時の梱包状態 
 

５.２オプション 

１）通信インターフェイス 
通信種類     ：ＲＳ－４８５ 
通信ﾌﾟﾛﾄｺﾙ：ＭＯＤＢＵＳ(ＲＴＵモード／アスキーモ－ド切

換可)、及びプライベートモード 
通信機能     ：設定・データ送出／デジタル伝送／デジタルリ         

モートの内1種指定 
伝送速度     ：９６００／１９２００bps 

２）ヒータ断線（ＣＴ） 
入力信号     ：5.0～50.0Ａ ＡＣ（50Ｈｚ/60Ｈｚ） 
入力精度     ：±５％ＦＳ±１digit 
指定ＣＴ     ：(株)ﾕｰ･ｱｰﾙ･ﾃﾞｨｰ社 ｢CTL-6-S-H｣を使用 

３）イベント出力 
出力点数     ：リレー出力２点 
接点容量     ：“２.結線の前に”の結線注意事項参照 

４）防水仕様…密着計装時は不可 
外郭保護     ： IEC 60529 IP66 
ﾊﾟﾈﾙ取付     ：防水パッキン（防水仕様付きに同梱）をケース

フランジ部に取付けてからパネルに挿入、取付
具はねじ締め  

 

５.３別売品 

１） 接点保護素子･･･外部取付 

形式 仕様 開閉電流 用途 
CX-CR1 0.01μＦ＋120Ω 0.2Ａ以下 軽負荷用 
CX-CR2 0.5μＦ ＋47Ω 0.2Ａ以上 重負荷用 

２）電流入力用受信抵抗･･･外部取付 
・抵抗値…250Ω     ・最大許容入力電流…25ｍＡ以下 
・形  式…EZ-RX250   

３）端子カバー･･･外部取付／難燃性ＡＢＳ 

 

 

 

 

 

 

 



運転MODE        

PV/SV         

  

↑
↓

 

制御演算 

↑
↓

 

ｲﾍﾞﾝﾄ出力 

↑
↓

 

制御出力 

↑
↓

 

測定入力

↑
↓

 

ﾀｲﾌﾟ 

↑
↓

 

通信 

↑
↓

 

加熱/冷却

↑
↓

 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

↓  ↓  ↓  ↓ ↓ ↓    ↓※７  ↓※８ ↓ 
            

                      

Run/Ready  制御方式  EV1 ﾓｰﾄﾞ  調節動作 入力種類 ﾛｯｸ機能 ﾌﾟﾛﾄｺﾙ  H・C ﾀｲﾌﾟ ARW-L 

  ↓  ↓  ↓ ↓ ↓    ↓※７     ↓※８ ↓ 

            

                     

  ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ  EV1 設定  ﾊﾟﾙｽ周期 単位 形式確認1 通信機能  H・C 不感帯 ARW-H 

    ↓※１     ↓※２  ↓    ↓※５ ↓    ↓※７     ↓※８ ↓ 

            

                     

  P  EV1 不感帯  PV ｴﾗｰ出力 ﾚﾝｼﾞ L 形式確認2 機器番号  冷却P 係数 SV ﾘﾐｯﾀ L

    ↓※１     ↓※２  ↓ ↓ ↓    ↓※７     ↓※８ ↓ 

            

        Ready 時            

  I  EV1 出力位相  制御出力 ﾚﾝｼﾞ H 形式確認3 伝送速度  ｽﾌﾟﾘｯﾄ Dir SV ﾘﾐｯﾀ H

    ↓※１     ↓※２   ↓     ↓※７     ↓※８ ↓ 

            

                   

  D  EV2 ﾓｰﾄﾞ   小数点  ｷｬﾗｸﾀ  ｽﾌﾟﾘｯﾄ Rev 出力ﾌﾟﾘｾｯﾄ

     ↓※１  ↓      ↓※６     ↓※７     ↓※８ ↓ 

            

               冷却   

  不感帯  EV2 設定   ｽｹｰﾙ L  ﾘﾓｰﾄ/ﾛｰｶﾙ  ﾊﾟﾙｽ周期 出力ﾘﾐｯﾀ L

  ↓     ↓※３      ↓※６     ↓※７     ※８ ↓ 

            

                  

  目標値ﾌｨﾙﾀ  EV2 不感帯   ｽｹｰﾙ H  ﾃﾞｼﾞﾀﾙ伝送   出力ﾘﾐｯﾀ H

       ↓※３      ↓※６     ↓※７   ↓ 

            

                 

    EV2 出力位相   ｾﾝｻ補正  ﾘﾓｰﾄシフト   変化量ﾘﾐｯﾀ

       ↓※３   ↓     ※７   ↓ 

            

    Ready 時           

    ｲﾍﾞﾝﾄ出力   ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀ  表示条件なし   SV 上昇勾配

    ↓        ↓ 

           表示条件あり   

               

    CT 電流        SV 下降勾配

       ※４        ↓ 

         表示条件 

        ※１：制御方式が[PID]の場合   

 ※２：EV1 モードが[non]以外 PV ｽﾀｰﾄ

 
『ﾛｯｸ機能』 運転ﾓｰﾄﾞ 

設定ﾓｰﾄﾞ 

(を除く)
ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞﾓｰﾄﾞ

※３：EV2 モードが[non]以外 ↓ 

 レベル 0 表示/変更可能 表示/変更可能 表示/変更可能 ※４：「CT」のオプション付き 

 レベル 1(工場出荷) 表示/変更可能 表示/変更可能 表示不可 ※５：入力種類が[熱電対],[測温抵抗体]の場合   

 レベル 2 表示/変更可能 表示不可 表示不可 ※６：入力種類が[5V]の場合 復電時動作

 レベル 3 表示可/変更不可 表示可/変更不可 表示可/変更不可 ※７：「通信IF」のオプション付き ↓ 

                  (ﾘﾓｰﾄ設定の場合、SV の変更は不可) ※８：「制御出力２（冷却）」付き 

 ロック機能は Mod.5“”で変更可能です。       

            SV 表示 

            ↓ 

          

              

            ℃小数点

６.パラメータディレクトリ 



  

 
         それぞれのモードは下記のようになっております。 

 

運転モード                  設定モード（Mod.5を除く）                   ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ 

                                                       モード 

    キーを２秒押すと運転モードから設定モードに変わります。再び運転モードに戻る場合は   キーを２秒押してください。

 

操作例 
 

 
  

 

 キーを２秒押す         

とMod.１になります。 

 

キーを３回押す 

とMod.４になります。 

 

キーを１回押す 

と入力設定画面になり 

ます。 

ｷｰを押し 

希望の入力種類を選択 

します。 

キーを押す 

とﾄﾞｯﾄ点滅が消え、設 

定内容をメモリーに登 

録します。 

 

 

 

 

 

 

※Mod.1の“”が“”であること 

１．ＡＴの開始方法 

 

   

    キーを２秒押す                     

    とMod.1になります。 

 

    キーを1回押す 

    とAT ｽﾀｰﾄ画面になります。 

 

    キーを1回押す                

    と“”が“”に変 

わり、ドットが点滅します。 

    キーを押す            

    とドット点滅が消え、ATがスター 

    トし、Stp.1とステップ番号が表 

示されます。 

 

    ステップ番号は、オートチューニ 

ングの進行表示です。 

Stp.4表示後、PVがSVを横切る時 

点で、PID 定数自動選定が終了し

ます。 

 

 

２．ＡＴの中止方法 

               

 

キーを１回押す 

とステップ番号表示がEndに変わ 

り、ﾄﾞｯﾄが点滅します。 

キーを押す 

とﾄﾞｯﾄ点滅が消え、ATを中止しま 

す。 

                  

運転MODE        

PV/SV 

  

↑
↓

 

 

制御演算 

↑
↓

 

 

ｲﾍﾞﾝﾄ出力 

↑
↓

 

   

制御出力 

↑
↓

 



測定入力

↑
↓

 



ﾀｲﾌﾟ 

↑
↓

 

 

通信 

↑
↓

 

 

加熱/冷却

↑
↓

 

 

ｴﾝｼﾞﾆｱﾘﾝｸﾞ

P V 表 示 

    

 ↓  

    

    

 ↓  

    

    

 ↓  

    

    

 ↓  

    

    

 ↓  

    

    

入力種類 表示 入力範囲[℃] 

B      0  ～1 8 2 0

R      0  ～1 7 6 0

S      0  ～1 7 6 0

N      0  ～1 3 0 0

K1  - 2 0 0  ～1 3 7 0

K2  - 1 9 9. 9 ～  5 0 0. 0

E  - 1 9 9. 9 ～  7 0 0. 0

J  - 1 9 9. 9 ～  9 0 0. 0

熱  

電  

対 

T  - 1 9 9. 9 ～  4 0 0. 0

直流

電圧 
5V   0. 0 0 0 ～  5. 0 0 0

Pt1  - 1 9 9. 9 ～  8 5 0. 0測温

抵抗

体 Pt2  - 1 9 9. 9 ～  2 0 0. 0

P V 表示



↓





↓





↓





↓





↓



↓



↓



↓









↓





↓





注記 

 AT(オートチューニング)によるPID定数の設定 操作２  測定入力の設定方法 操作１ 

ﾄﾞｯﾄ

点滅 

ﾄﾞｯﾄ

点滅 

ﾄﾞｯﾄ

点滅 



３ 

７.パラメータ一覧表 
 
ﾓｰﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 記号 設定範囲 初期値

制御方式  Pid/onoF Pid 

ｵｰﾄﾁｭｰﾆﾝｸﾞ    End/Strt End 

Ｐ(比例帯)  0.1～999.9% 3.0%

Ｉ(積分時間)  0～9999秒 120秒

Ｄ(微分時間)  0～9999秒 20秒

on/off 0.1～9.9% 0.5%
不感帯 

ＰＩＤ 
   

0.0～9.9% 0.1%

１ 

目標値ﾌｨﾙﾀ  on/oFF oFF 

EV1 ﾓｰﾄﾞ  
non/AH/AHW/AL/ALW/dH/d

HW/dL/dLW/dHL/dHLW/Ct 
non 

AH/AHW/dH/dHW 4000

AL/ALW/dL/dLW 

-1999

～9999

※3 -1999

dHL/dHLW:0～9999 ※3 4000

EV1設定 ※4    

Ct:0.0～50.0 0.0 

AH/AHW/AL/ALW/dH/dHW/d

L/dLW/dHL/dHLW  

:0.0～999.9 ※3 

2.0 
EV1不感帯 ※4  

Ct:0.00～99.99 0.20

EV1出力位相  noML/rEV noML

EV2 ﾓｰﾄﾞ  
non/AH/AHW/AL/ALW/dH/d

HW/dL/dLW/dHL/dHLW/Ct 
non 

AH/AHW/dH/dHW 4000

AL/ALW/dL/dLW 

-1999

～9999

※3 -1999

dHL/dHLW:0～9999 ※3 4000

EV2設定 ※4  

Ct:0.0～50.0 0.0 

AH/AHW/AL/ALW/dH/dHW/d

L/dLW/dHL/dHLW  

:0.0～999.9 ※3 

2.0 
EV1不感帯 ※4  

Ct:0.00～99.99 0.20

EV2出力位相  noML/rEV noML

Ready時ｲﾍﾞﾝﾄ出力  CALC/oFF CALC

２ 

CT電流     0.0～50.0A  

調節動作  rEV/dir rEV 

パルス周期  1～180秒 10秒

PV ｴﾗｰ出力  -5.0～105.0% 0.0%
３ 

Ready時制御出力  -5.0～105.0% 0.0%

入力種類  
K1/K2/E/J/t/VoLt/Pt1/P

t2/b/r/S/n 
K1 

単位  ℃ ℃ 

レンジL ※3  
-200 

※6 
４ 

レンジH ※3  

K1:-200～1370 

K2:-199.9～500.0 

E:-199.9～700.0 

J:-199.9～900.0 

t:-199.9～400.0 

VoLt:0.000～5.000 

Pt1:-199.9～850.0 

Pt2:-199.9～200.0 

b:0～1820 

r:0～1760 

S:0～1760 

N:0～1300 

1370 
※6 

ただし
L<H 

 

ﾓｰﾄﾞ ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 記号 設定範囲 初期値

小数点 ※5  0～3 1 

スケールL ※3  0.0 

スケールH ※3  
-199.9～999.9 

100.0

ｾﾝｻ補正 ※3   -199.9～999.9 0.0 

４

ﾃﾞｼﾞﾀﾙﾌｨﾙﾀ  0.0～99.9秒 0.1秒

ロック機能  0～3 1 

形式確認1  Lt83■■■□□□-□□□ 

形式確認2  Lt83□□□■■■-□□□ 
５

形式確認3  Lt83□□□□□□-■■■ 

出荷

時の

形式

プロトコル  rtU/ASCi/Priv rtU 

通信機能  CoM/trS.2/rEM/trS CoM 

機器番号  1～99 1 

伝送速度  9600/19.2K 9600 

キャラクタ  
8n1/8n2/8E1/8E2/8o1/ 

8o2/7E1/7E2/7o1/7o2 
8n1 

ﾘﾓｰﾄ／ﾛｰｶﾙ  LoCL/rEMt LoCL 

デジタル伝送  PV/SV PV 

６

※1

ﾘﾓｰﾄｼﾌﾄ ※3  -199.9～999.9 0.0 

H・Cタイプ  CoL.P/SPLt CoL.P

H・C不感帯  -50.0～50.0 0.0 

冷却P係数  0.00～10.00 1.00

ｽﾌﾟﾘｯﾄ Dir  0.0～60.0% 50.0%

ｽﾌﾟﾘｯﾄ Rev  40.0～100.0% 50.0%

７

※2

冷却パルス周期  1～180秒 10秒

ARW-L  -100.0～0.0% -50.0%

ARW-H  0.0～100.0% 50.0%

SV ﾘﾐｯﾀ L ※3  ｽｹｰﾙ L

SV ﾘﾐｯﾀ H ※3  
ｽｹｰﾙ Min/Maxの範囲 

ｽｹｰﾙ H

出力ﾌﾟﾘｾｯﾄ  -100.0～100.0% 50.0%

出力ﾘﾐｯﾀ L  -5.0～100.0% 0.0%

出力ﾘﾐｯﾀ H  0.0～105.0% 
H>L 

100.0%

変化量ﾘﾐｯﾀ   0.1～100.0% 100.0%

SV上昇勾配 ※3  0℃/分

SV下降勾配 ※3  

0～9999/min 

0=勾配なし 0℃/分

PV ｽﾀｰﾄ  oFF/on oFF 

復電時動作  Cont/rEdy Cont

SV表示  SV/bLnK SV 

８

℃小数点  on/oFF on 

 
■ロックの設定によっては、表示モードが変わります。６、ﾊﾟﾗ
ﾒｰﾀﾃﾞｨﾚｸﾄﾘ参照。 

※１：詳細は、別冊の通信インターフェイス編取扱説明書を参照
下さい。 

※２：詳細は、“9.パラメータ設定”■加熱／冷却制御（オプシ
ョン）の項をお読み下さい。 

※３：入力種類，リニア小数点の設定により、小数点位置が変わ
ります。 

※４：ＥＶモード変更で初期化されます。 
※５：熱電対，測温抵抗体入力の場合は、表示のみで変更できま

せん。 
※６：入力種類の設定により変わります。 



 

８.パラメータの説明 
 

一般的なものを除き、説明が必要なものに限っています。 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 機能 

Ｒｕｎ／ 

Ｒｅａｄｙ 

制御動作（出力）の選択です。 

    ･･･通常の制御動作(初期値) 

･･･制御出力値は Ready 時制御出力値

(固定値,初期値：0.0％)、ATは実行

不可、表示はSVが 

制御方式 

制御方式を選択します。 

    ･･･PID式制御 

･･･ON/OFF式制御(２位置動作) 

不感帯 

の場合：不感帯内は偏差を非線形化し、

制御出力の応答を鈍くします。

の場合：ON/OFF 式制御(２位置動作)

の不感帯になります。 

EV不感帯 ｲﾍﾞﾝﾄの発生から解除になるまでのｷﾞｬｯﾌﾟ 

ＥＶ 

出力位相 

･･･発生時：ﾘﾚｰ ON、 解除時：ﾘﾚｰ OFF 

    ･･･発生時：ﾘﾚｰ OFF、解除時：ﾘﾚｰ ON 

Ready時 

ｲﾍﾞﾝﾄ出力 

･･･Ready時でもイベント判定継続 

    ･･･Ready時、イベント判定ＯＦＦ 

CT電流 CT電流値を表示します。 

 
調節動作 

 

パルス周期 

制御方式がPIDの場合、制御出力はＯＮとＯＦ

Ｆの時間比になります。この１サイクルの時間

を設定します。新周期は、次のサイクルからに

なります。 

例)出力50％の場合 

           

ON 

            

OFF 

       パルス周期30秒 

        (1サイクル) 

 

PV ｴﾗｰ出力 
測定値（PV）が異常時*の制御出力です。 

※ｵｰﾊﾞｰﾚﾝｼﾞ､ｱﾝﾀﾞｰﾚﾝｼﾞ、Er01、Er03 

Ready時 

制御出力 
Ready中の制御出力値（MV）です。 

単位 
入力種類で、熱電対または測温抵抗体を選択し

た場合の、温度に換算する単位の選択です。 

レンジ 

入力種類で選択した入力範囲内で、測定範囲の

最小値Ｌと最大値Ｈが設定できます。この幅

（Ｈ－Ｌ）が比例帯Ｐの100％になります。 

小数点 
設定値（ＳＶ）は４桁までの数値で、小数点は
付加出来ません。このパラメータで、小数点を
設定します。 

スケール 

入力種類が直流電圧の場合です。レンジＬ，Ｈ

に対応した、実際の工業量でスケーリングでき

ます。 

 
 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 機能 

センサ補正

測定値（ＰＶ）を補正する機能です。補正値分

だけＰＶに加算します。他器と表示を合わせる

場合などにも使えます。 

デジタル 

フィルタ 

測定値（ＰＶ）が、ノイズ混入などにより変動

するのを軽減するため、測定値に一次遅れ演算

を行う機能です。 

冷却 

パルス周期

制御出力２（冷却）が対象です。出力のＯＮと

ＯＦＦの１サイクルの時間を設定します。 

ＡＲＷ 
ｱﾝﾁﾘｾｯﾄ 
ﾜｲﾝﾄﾞｱｯﾌﾟ 

PID 動作の働く範囲です。SV に対し、SV 範囲

の％で設定します。範囲以外の動作は PD 動作

になります。（オーバーシュート減少効果） 

ＳＶリミッタ ＳＶの設定範囲を制限します。 

出力 

プリセット

Ｐ動作は、偏差が０の時に演算出力50％になり

ます。この演算出力を任意に設定できます。 

出力 

リミッタ 

制御出力は設定したＬ、Ｈの値にて制限されま

す。 

変化量 

リミッタ 

制御切換周期（約0.5秒）毎に制御出力は更新

します。その変化量を設定した値で制限しま

す。 

ＳＶ  

上昇(下降)

勾配 

下段ＬＥＤにＳＶ値と()が

１秒間隔で表示。 

ＰＶ 

スタート 

ＳＶ上昇・ＳＶ下降の勾配が設定してある場合

に有効です。ＳＶにトリガ※がきた時、ＳＶが

ＰＶの点からスタートします。 

※電源投入時、ＳＶ変更時または→

切換時 

復電時動作

電源をＯＦＦ→ＯＮ（または停電→復電）した

場合の制御出力を決めるものです。 

･･･前の制御条件を継続します。 

･･･Ready時制御出力になります。 

SV表示 

電源投入時および運転画面に戻したときの画

面選択です。下段ＬＥＤはＳＶ／ブランクのど

ちらかになります。 

℃小数点 

℃表示の場合に小数点以下が出る入力種類に

対し、小数点以下を出ないようにできます。 

注)変更後は各パラメータの再設定が必要で

す。 

 

Ｔの設定範囲(0～99.9秒)

A

0.63A

T 

測定値（ＰＶ）変化 

ﾌｨﾙﾀによる

PVの遅れ 

100% 

出
力 

0% 
低 ← PV→ 高  

逆動作(ｒＥＶ)
ＳＶ 

100% 

出
力 
0% 

低 ← PV→ 高

正動作(ｄｉｒ)
ＳＶ 

15秒 

15秒 



 

９.パラメータ設定 
 

９.１英文字のＬＥＤ表示 

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ｆ Ｇ Ｈ Ｉ Ｊ Ｋ Ｌ Ｍ Ｎ Ｏ Ｐ Ｑ Ｒ Ｓ Ｔ Ｕ Ｖ Ｗ Ｘ Ｙ Ｚ

                         

 

９.２設定方法 

 

  パラメータ名の選択 
 

運転ﾓｰﾄﾞの 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

…    を押すごとに、パラメータ名が

切り換わります。変更したいパラメ

ータ名を選択します。 

設定ﾓｰﾄﾞの 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

… ①    を２秒押して、設定モード

にします。     を押して、

モードを選択します。 

②    を押すごとに、パラメータ

名が切り換わります。変更したい

パラメータ名を選択します。 

 

  設定（選択） 
1) 設定モードへの移行 

   または   を押すとドットが点滅し、設定モードにな

ります。 

2) 設定（数値または項目選択） 

数値設定 …   ，   で数値を設定。押し続けると早 

             送りします。 

項目選択 …     ，   で項目を選択 

 

  登録 
   を押すとﾄﾞｯﾄ点滅が消え、設定内容をﾒﾓﾘｰに登録します。 

 

 

 

 

電源投入時画面からの操作手順です。 

PV/SVの運転画面にします。 

 

［運転ﾓｰﾄﾞ］ 

例：“” → Ready 

［設定ﾓｰﾄﾞ］ 

例：“” → Dir 

         

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（注）３分以上キー操作がないと、運転画面に戻ります。 

                  

 

       キーを押し 

希望の値に合わせます。      

 

キーを押す       

とﾄﾞｯﾄ点滅が消え、設定 

内容をメモリーに登録 

します。 

※制御動作がReadyの時 

SV表示に“”と表示しますが、 

キーでSV表示に変わり、設定が 

出来ます。 

 

 

運転モードで、設定変更でき 

ない画面が選択できます。 

6.パラメータディレクトリ参照 

 Mod.5“”で設定変 

更できます 

 

 

以下の操作で、全パラメータ 

設定を初期化できます。 

・     キーを同時に押 

 しながら、電源を投入する。 

※初期化中には電源を切らな 

いでください。 

運 転 画 面  運 転 画 面

  ↓ 

 

  ↓ 

 

  ↓ 

 

  ↓ 

Run/Ready  調 節 動 作

↓   ↓ 

  

   

↓   ↓ 

  

   

↓   ↓ 

ﾒﾓﾘｰに登録  ﾒﾓﾘｰに登録

P V 表 示 

   

↓  

P V 表 示 

   

↓  

P V 表 示 

   

 実行中のＳＶ変更方法 参考１ 

１

２

３ 

ロック機能 参考２ 

 初期化 参考３ 
ﾄﾞｯﾄ 
点滅 

２秒 ２秒 

２秒 

２秒 

２秒 

２秒 

ﾄﾞｯﾄ 
点滅 

ﾄﾞｯﾄ 
点滅 



 

■入力種類一覧 
入力範囲 

入力種類  表示 
℃ 

精度定格 詳細規定 

Ｂ  0   ～ 1820 
400℃未満：規定外 

400℃以上 800℃未満：±1.0%±1digit

Ｒ  0   ～ 1760 

Ｓ  0   ～ 1760 

Ｎ  0   ～ 1300 

Ｋ１  -200   ～ 1370 

Ｋ２  -199.9 ～  500.0 

Ｅ  -199.9 ～  700.0 

Ｊ  -199.9 ～  900.0 

熱電対 

Ｔ  -199.9 ～  400.0 

 
±0.3% 
±1digit
ただし 

-200℃以上
0℃未満：
±0.5% 
±1digit

 

Pt1  -199.9 ～  850.0 測温 
抵抗体 Pt2  -199.9 ～  200.0 

 
 

直流電圧 5V        0.000 ～ 5.000 

±0.3% 
±1digit

 

 

■ＳＶ勾配とＰＶスタート 
1)電源投入時▲ 

①ＰＶスタート：ＯＦＦ ②ＰＶスタート：ＯＮ 

2)ＳＶ変更時▲ 

①ＰＶスタート：ＯＦＦ ②ＰＶスタート：ＯＮ 

3)Ｒｅａｄｙ→Ｒｕｎ切換時▲ 

①ＰＶスタート：ＯＦＦ ②ＰＶスタート：ＯＮ 

Ｈ：上昇勾配設定値  Ｌ：下降勾配設定値 

※ＳＶ勾配動作は、停電バックアップしません。 

■加熱／冷却制御（オプション） 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ名 機能 

加熱/冷却

タイプ 

()

加熱／冷却の演算タイプの選択です。 

(ｽﾌﾟﾘｯﾄ演算)…PID 演算出力にｽﾌﾟﾘｯﾄ演算を

行い､加熱側と冷却側の出力にしています｡ 

(冷却比例演算)…冷却側の演算出力は、比例式

のみ（ＣｏｏＬ＝０なら２位置式）です。この冷却側

の比例演算出力を行います。 

ｽﾌﾟﾘｯﾄ演算()タイプを選択した場合に有効 スプリット
Dir. 

()
 

スプリット
Rev. 

()

 
実線：スプリットDir.

   (加熱側出力)

点線：スプリットReV.

   (冷却側出力)

冷却比例演算()タイプを選択した場合に有効

【ＨＣ ｄｂ＞０】 【ＨＣ ｄｂ＜０】 

H･C 

不感帯 

()

△：加熱側ＳＶ  ▲：冷却側ＳＶ 

冷却側比例帯=比例帯()×冷却P係数() 

【制御方式が 

onoFの場合】 

【制御方式がPidで 

COOL=0の場合】 

冷却 

Ｐ係数 

()

△：加熱側ＳＶ  ▲：冷却側ＳＶ 
ｄｂ：不感帯（加熱側，冷却側共通） 

ＳＶ 
ＰＶ 

時間 

ＳＶ 
ＰＶ 

時間 

Ｈ 

変更前 

変更後 

時間 

Ｌ 
ＰＶ 

変更前 

変更後 

時間 

Ｌ ＰＶ 

ＳＶ 
ＰＶ 

時間 

ＳＶ 
ＰＶ 

時間 

Ｈ 

50

0

100

40 60 100(%) 
PID演算 

出
力 

50

0

100

加熱 冷却 

HC db
出
力 

PV 

50 

0 

100 

加熱 冷却 

HC db
出
力 

PV

加
熱 

冷
却 

HC db

db

出
力 

PV 

db db

加熱 冷却 
HC db 

出
力 

PV



 

10.運転 
 

  制御動作 

制御動作は、Ｒｕｎ／Ｒｅａｄｙ※ができます。 

①“Run／Ready”は、 運転モード にあります。 

②      を押して“”か“”を選択して 

      を押します。 

※Ｒｅａｄｙ時の出力は、 Ｍｏｄ．３ “Ｒｅａｄｙ時制御

出力”の設定値です。（初期値は0.0％です。） 

 

  運転モード 

Ｍｏｄ．８ にある“ＳＶ表示”の設定で、下記の運転モー

ドの表示が選択できます。 

 選択肢  ＳＶ表示 

 画面  
SV 

(初期値) 
ｂＬｎＫ 

ＰＶ／ブランク × ○ 

ＰＶ／ＳＶ ○ ○ 
モ
ー
ド 

運
転 

Run/Ready ○ ○ 

運転画面 

ＰⅤ/ブランク…測定値（ＰＶ）のみ表示。 

ＰＶ/ＳＶ     …下段ＬＥＤに採用中の設定値（ＳＶ）を表示。

Ｒｅａｄｙ中は“”表示。 

ＳＶ値上昇勾配時…下段ＬＥＤにＳＶ値と が１秒

間隔で表示。 

ＳＶ値下降勾配時…下段ＬＥＤにＳＶ値と が１秒

間隔で表示。 

 

目標値フィルタ 

1)目標値フィルタについて 

オーバーシュートを抑制する機能です。運転の都度、最

適のＳＶを演算しながら制御を行います。 
 
2)「目標値フィルタ」のＯＮ／ＯＦＦ 

目標値フィルタは、ＯＮ（使用）／ＯＦＦ（未使用）で

きます。“目標値フィルタ”は  Ｍｏｄ．１ にあり、機能

を使いたい場合は、“”を選択します。初期値は“

”になっています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｐ・Ｉ・Ｄ動作 
1)Ｐ(比例)動作 

①ＰＩＤ制御の基本動作になります。応答性や安定性に大

きな影響を与えます。比例動作だけですと、オフセット

が生じます。 

②比例帯を大きくしますと、サイクリングの振幅が小さく

なり、周期が長くなって安定性が良くなります。ただし、

応答性が悪くなります。 

 
2)Ｉ(積分)動作 

①比例動作で生じるオフセットを無くせますが、位相が遅

れるので安定性を悪くします。 

②積分時間を短く（積分動作を強く）しますと、応答性が

良くなります。ただし、オーバーシュートが大きくなり

ます。 
 
3)Ｄ(微分)動作 

①むだ時間や遅れ要素による位相の遅れを補償します。た

だし、高周波領域でのゲイン増になることから、強さに

限界があります。 

②微分時間を長くしますと、大きな偏差に対して応答が早

くなり、周期を短くします。ただし、高い周期の偏差に

対しては、安定性が悪くなります。 

 
4)Ｐ・Ｉ・Ｄ動作の入出力

入力 

出力 

微分動作 比例動作 積分動作 

１

３

４

２



４ 

 

 イベント設定値 出力の 

見方 

 
判定出力する 記号

ｄｂ イベント不感帯 

 

イベントモード 

［表示］ 
設定値と判定出力 

イベントモード 

［表示］ 
設定値と判定出力 

絶対値上限 

待機無 

［  ］ 

 
絶対値上限 

待機有 

［ ］ 

 

絶対値下限 

待機無 

[  ] 

 
絶対値下限 

待機有 

[ ] 

 

偏差上限 

待機無 

［  ］ 

 
偏差上限 

待機有 

［ ］ 

 

偏差下限 

待機無 

[  ] 

 
偏差下限 

待機有 

[ ] 

 

偏差上下限 

待機無 

［ ］ 

 

偏差上下限 

待機有 

[] 

 

ヒータ断線 

[  ] 

 

※１：リレーＯＮ時間が300msec未満では、判定しません 

※２：設定値を０にすると判定しません 

 

FAIL 時にのみ(上段の LED 表示が下記

の場合)出力が発生します。 

 イベント無し         
[ ]  

  □ (□：2～4) 

※ イベントの判定出力と端子への出力の関係は、ＥＶ出力位相の設定で決まります。 

11.イベントモードと出力 

ｄｂ 
ＰＶ

ｄｂ 
ＰＶ 

ｄｂ 
ＰＶ 

ｄｂ 
ＰＶ 

ＣＴ
ｄｂ 

ｄｂ 
ＰＶ

ＳＶ 

ｄｂ 
ＰＶ 

ＳＶ 

ｄｂ 
ＰＶ 

ＳＶ 
ｄｂ 

ＰＶ 
ＳＶ 

ｄｂ 
ＰＶ 

ｄｂ 
 

ｄｂ 
ＰＶ

ｄｂ 
ＳＶ 


